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善
導
浄
土
教
の
人
間
観
に
み
る
大
乗
仏
教
的
原
理

善
導

の
人
間
観

の
特
色
を
鑑
み
る
場
合
、
様

々
な
視
点
か
ら
の
指
摘

が
可
能

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
厳
し
い
人
間
把
捉

・
自
己
把

捉
は

『
観
経
疏
』
「散
善
義
」
(以
下

『散
善
義
』)
に
明
か
さ
れ

る
三

心

釈
の
文
言
に
集
約
さ
れ
て
ぃ
る
と
言
え
る
。
他
の
著
述
の
中
に
も
展
開

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
諸
所
に
生
死
流
転
の
凡
夫
相
に
つ
い
て
繰

り
返
し
克
明
に
描
写
す
る
の
で
あ
る
。

.
決
定
深
信

自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
曠

劫
已
来
常
没
常
流
転
無
有
出

離
之
縁

こ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
仏
道

(念
仏
)
実
践
に
お
け

る

「信
心
」

の
体

験
的
世

界
の
中
で
示
さ
れ
た
表
現
と
言
え
る
。
善
導
は
時
間
的

・
空
間

的
に

《
現
》
と
と
い
う

一
点
に
お
て
し
、
こ
こ
に
あ
る
自
己
と
、
あ
る

べ
き
自

己
と
の
矛
盾

・
相
克
に
苦
悩
し
、
人
間

(自
身
)
が
離
れ

る

こ

と
の
で
き
な
い
根
源
的
罪
悪
に
目
覚
め
悲
嘆
し
、
そ
の
二
律
背
反
の
悲

嘆
は
真
摯
な

「
懺
悔
」
を
生
み
出
す
契
機
と
な

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

.
上
品
懺
悔
者
身
毛
孔
中
血
流
眼
中
血
出
者
名
上
品
懺
悔

中
品
懺
悔
者
遍

身
熱
汗
従
毛
孔
出
眼
中
血
流
者
名
中
品
懺
悔

下
品
懺
悔
者
遍
身
徹
熱
眼

河

智

義

邦

中
涙
出
者
名
下
品
懺
悔

善
導

の
著
述
の
中
に
は

一
人
称
の
形
で
自
己
の
罪
悪
性
を
述
懐
す
る

箇
所
が
多
く
、
殊
に

「
回
向
発
願
釈
」
に
喩
説
さ
れ
る
二
河
譬

の
中
の

群
賊
悪
獣
や
貧
鵙

二
河
も
善
導
自
身
の
内
奥

の
発
露
で
あ
り
、
こ
こ
に

「
単
独
者
」
善
導

の
宗
教
的
実
存
と
し
て

の
主
体
的
な
信
仰
告
白
が
顕

著
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ

の

一
方
、
『散
善
義
』
の

「
二
明
善

解
大
乗
空
義

或
聴
聞
諸
法

一
切
皆
空

生
死
無
為
亦
空
凡
聖
明
闇
亦

空
世
間
六
道
出
世
間

三
賢
十
聖
等
若
望
其
体
性
畢
竟
不
二
雖

聞
此

説
其
心
担
不
生
疑
滞
也
」
の
文
に
窺
知
さ
れ
る
よ
う
に

「生
仏

一
如
」

の
原
理
を
見
ぃ
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
善
導

の
人
間
観
の
根
底
に
は
大

乗
仏
教
的
原
理
で
あ
る
空
思
想
が
連
綿
と
流
れ
し
て
る
の
で
あ
り
、
特

に
善
導
浄
土
教
の
思
想
的
根
拠
と

し
て

『
観
経
疏
』
「玄
義
分
」
(以
下

『玄
義
分
』
)
序
題
門
前
半
の
記
述
に
表

れ
る

如
来
蔵
縁
起
論

・
真
如
縁

起
論
系

の
思
想
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。

小
論
に
お
い
て
は
、
善
導
の
人
間
観
の
根
底
に
あ
る
大
乗
仏
教
的
原

理

(空
思
想
)、
即
ち
生
仏

一
如
思
想
に
起
因
す
る

「仏
性
」
の
問
題
に
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つ
い
し
考
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
本
来
的
意
義
と

「仏
性
論
」
の

浄
土
教
的
原
型
と
も
い
う
べ
き
構
造
を
明
ら
か
に
し
て

み
た

い
と
思

う
。
こ
の
こ
と
は
仏
教
思
想
史
上
に
お
け
る
浄
土
教
の
思
想
史
的
定
位

を
考
え
る
う
え
に
お
い
て
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

「序
題
門
」
冒
頭
に
は
、

(
a
)
竊

以
真
如
広
大
五
乗
不
測
其
辺
法
性
深
高
十
聖
莫
窮
其
際
真
如
之
体

量
量
性
不
出
蠢
蠢毒
之
心
法
性
無
辺
辺
体
則
元
来
不
動〈(

)
内
筆
者
挿
入
〉

(b
)

無
塵
法
界
凡
聖
斉
円
両
垢
如
如
則
普
該
於
含
識
恒
沙
功
徳
寂
用
湛
然

(
c
)

但
以
垢
障
覆
深
浄
体
無
由
顕
照
故
～

(中
略
)
漸
頓
則
各
称
所
宜
随

縁
者
則
皆
蒙
解
脱

と
あ
り
、
こ
こ
に
、
真
如

・
法
性

と
衆

生

心

の

「不

一
不
異
の
不

一

性
」
に
重
心
を
お
く
善
導
の
仏
性
論

・
仏
道
観

の
出
発
点
、
根
本
意
趣

が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
所
謂

「如
来
蔵
三
部
経

(『如
来
蔵
経
『
『不
増
不
減
経
』
『勝
鬘

経
』)」
の
中
、
『如
来
蔵
経
』
に
は
、

①
煩
悩
所
纏

の
衆
生

の
う

ち

に

如
来
智
、
如
来
眼
を
見
え
た
如
来
が
端
座
し
し
て
る
。
②
如
来
は
そ
の

汚
れ
な
き
如
来

の
法
性
を
観
察
し
て
我
身
と
相
似
し
て
い
る
と
言
う
。

③
そ
し
て
法
を
説
い
て
内
な
る
如
来
を
浄
化
さ
せ
如
来

の
は
た
ら
き
を

顕
し
め
る
。
④
こ
の

コ

切
衆
生
が
如
来
を
蔵
し
て
る
」
と
い
う
こ
と

は
普
遍
妥
当
な
真
理
で
あ
り
、
如
来
が
出
世
し
て
も
な
く
し
も
常
に
変

わ
り
な

い
。
と
い
う
義
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
如
来
蔵
思
想
を
組
織

善
導
浄
土
教
の
人
間
観
に
み
る
大
乗
仏
教
的
原
理

(河

智
)

化
し
た
書
と
言
わ
れ
る

『
宝
性
論
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
如
来
蔵
の
三

義
を
明
か
す
。

(1
)

如
来
の
法
身
が
遍
満
し
て
い
る
こ
と

(2
)
如
来
の
真
如
が

無
差
別
で
あ
る
こ
と

(3
)
如
来
の
種
性
が
あ
る
こ
と

こ
の
如
来
蔵
三
義
は

一
見
し
た
と
こ
ろ
従
因
向
果
の
よ
う
で
あ
る
が

実
は
従
果
向
因

の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
、
衆
生
が
菩
提
心
を
も
ち
衆

生
が
如
来
蔵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
如
来

の
側
か
ら
の
は
た
ら
き
か

け
で
あ
る
如
来
の
慈
悲
業
が
衆
生
に
及
ん
で

い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

一
般
的
に
如
来
蔵
思
想
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
如
来
の
慈
悲
業
と
し

て
の
衆
生
救
済

の
働
き
を
顕
す
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
上
の
三

義
を

「
序
題
門
」
や
、
さ
ら
に
は

『仏
性
論
』
と
対
比

す

る
と
、
『宝

性
論
』
(1
)
法
身
遍
満
は
、
「序
題
門
」
(
a
)
の
段
、
『仏
性
論
』
所

摂
蔵
の
義
、
(2
)
真
如
無
差
別
は
、
(b
)

の
段
、
能
摂
蔵

の
義
と
、

そ
一
し

(3
)
如
来
有
種
性
は
、

(
c
)
の
段
、

隠
覆
蔵

の
義
と
同
意

趣

の
も

の
と
把
捉
さ
れ
る
。
こ
こ
に
善
導

の
序
題
門
前
半

の
文
に
内
包

さ
れ
る
深
ぃ
思
想
史
的
背
景
が
知
ら
れ
、

「序

題

門
」
は
如
来
蔵
と
い

う
術
語
を
用
い
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
内
容

は
如
来
蔵
義
に
他
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
衆
生
心
中
の
真
如
即
ち
仏
性

の
固
定
的
実
体
的
見
方
は
否

定
さ
れ
、
仏
性

(如
来
蔵
)
は
如
来
の
慈

悲
業

(は
た
ら
き
)
を
通
し
て
開
顕
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
い
う
性
質
が
含

ま
れ
し
い
て
、
衆
生
界
に
お
い
し
は
動
的
な
仏
道
実
践
の
場
に
お
い
て

体
認
さ
れ
語
ら
れ
る
べ
き
論
理
と
し
て
明
か
さ
れ

る
。
(
つ
ま
り
、
空
性
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善
導
浄
土
教
の
人
間
観
れ
み
る
大
乗
仏
教
的
原
理

(河

智
)

を
通
し
て
知
ら
れ
る
世
界
が

「仏
性
有
り
」
と
い
に
世
界
で
、
実
体
的
な
ア
ニ

ミ
ズ
ム
的
な
自
然
神
秘
思
想
、
万
物
神
秘
思
想
と
い
わ
れ
る
も
の
と
は
区
別
さ

れ
る
。)

こ
の
よ
に
れ
、
善
導
の
教
学
的
素
養
の
中
れ
が
来
蔵
思
想
を
思
わ
し

め
る
も

の
が
あ

っ
た
こ
と
は
上
記
の
対
比
や

「序
題
門
」
の
表
わ
か
ら

十
分
に
認
識
さ
れ
、
善
導
の
仏
性
論
を
思
考
す
る
に
え
の

一
つ
の
要
素

に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
(よ
り
さ
質
的
に
は
『
涅
槃経
』
『大
乗
起
信
論
』

と
の
関
係
考
)

さ
ら

れ
善
導
の
仏
性
論

れ
つ
い
て
の
記
述
を
窺

に
と
、
『
法
事
讃
』

に
は
、
真
如

・
法
性
の
こ
と
を
仏
性
と
名

付
け

て
、
「不
知
身
中
有
如

来
仏
性
障
」
と
明
か
さ
れ
、

『
往
生
礼
讚
』
に
は

「
法
性
無
辺
、
我
等

作
罪
亦
復
無
辺
・
・
・(中
略
)
唯
仏
与
仏
乃
能
知
我
罪
之

多
少
」
と
あ
る

よ
に
に
、
善
導
は

一
切
衆
生
れ
さ
具
の
仏
性
を
認
め
つ
つ
、
仏

の
知
見

に
よ
っ
て
信
知
さ
れ
る
自
己
の
潜
在
的
暗
黒
性
と
も
い
う
べ
の
罪
業
性

に
、
或

い
は
時
代
的

(末
法
)
危
機
的
状
況
に
目
覚
め
る
こ
と

れ
よ

っ

て
、
仏
凡

の

「不

一
不
異

の
不

一
性
」
に
重
点
を
置
く
浄
土
教
の
立
場

を
鮮
明

れ
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

『般
舟
讚
』

に

.
卻
推
受
生
之
無
際
與
空
性
同
時
同
時
而
有
心
識

若
不
與
空
界
同
時
有

一

切
衆
生
即
是
無
因
而
始
出
也
心
識
若
無
さ
因
有
者
即
事
同
木
石

若
同
木

石
者
則
無
六
道
之
因
業
也
因
業
若
無
者
凡
聖
苦
楽
因
果
誰
覚
誰
知
也

以

斯
道
理
推
勘
者

一
切
衆
生
定
有
心
識
也

若
有
心
識
即
與
空
際
同
時
有
有

若
與
空
際
同
時
有
者
即
唯
仏
與
仏
得
知
本
元
也

行
者
等
知
自
身
心
與
空

際
同
時
有
乃
至
今
身
今
日
不
能
断
悪
除
貪

一
切
煩
悩
唯
覚
増
多

と
示
さ
れ
、

一
切
衆
生
れ
は
真
が
と
同
時
存
在
な
る
無
始
以
来
の
心
識

が
あ

っ
て
、
そ
れ
は
真
が
と

一
な
ら
ず
異
に
非
ざ
る
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
の
る
。
そ
れ
ゆ
え
れ
、
そ
の
初
起
の
さ
源
は
衆
生
の
窮
め
る
こ
と

の
で
の
る
限
界
を
超
え

「唯
仏
與
仏
の
知
見
」
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。

ま
た

『
宝
性
論
』
に
は
、
如
来
蔵

の
自
覚

は
極
め
て
難
解
で
が
来
の

み
の
行
境
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
れ
衆
生
は
が
来

の
言
葉
を
真
実
と
し
て

信
解
す
る
こ
と
よ
り
ほ
か
れ
は
方
法
は
な
い
と
さ
れ
、
信
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
る
。
『般
舟
讚
』
の
文
も
構
造

的

に

は

「序
題
門
」
の
記
述

と
同
じ
で
、
善
導
は

(絶
対
現
在
の
)
《今
》
、
こ
こ
れ
在
る
自
身
の
相
を

見
過
ご
す
事
な
く
、
信
心
に
基
づ
い
た
念
仏
実
践
を
自
ら
修
し
他
に
も

勧
め
、
体
験
的
浄
土
教
的
に
上
記
の
が
来
蔵
思
想

・
真
如
思
想
を
咀
瞬

し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
浄
土
教
に
お
い
て
仏
性
論
を
考
え
て
い
く
場
合

の
原
型
と
も

言
に
べ
の
構
造
が
窺
わ
れ
、
こ
の
構
造
が

「
二
種
深
信
」
の
理
論
根
拠

に
な
る
も
の
と
忖
度

で
き
る
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

善
導
、
如
来
蔵
思
想
、
仏
性

(龍
谷
大
学
大
学
院
)
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